
第 18 回 TCOA 保険診療懇談会 
謹啓 時下、先生方におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

この度下記の日程にて「第 18 回 TCOA保険診療懇談会」を開催することとなりました。 

ご多忙中とは存じますが、何卒ご出席賜りますよう宜しくお願い申し上げます。       謹白 

※ 新型コロナウイルス感染の状況下により、第１部特別講演 中川晃一先生のご講演は別会場から当会場への

ＷＥＢ発信に変更となりました。但し、聴講は当会場のみとなっており、単位所得に変更ございません。 

また、東京都の緊急事態宣言が延長となり、１０月２日にかかる場合は当会を延期とさせて頂きます。 

変更の際には、東京都臨床整形外科医会ホームページ上（https://tcoa.jp/）に掲載いたします。 

 

  

 

 

製品紹介  15:40～             経皮吸収型鎮痛消炎剤「ロコアテープ」  大正製薬株式会社 

開会の辞  15:50～16:00           東京都臨床整形外科医会  理事  丸山 晴久  
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会長挨拶  17:00～17:10           東京都臨床整形外科医会  会長  奥村 栄次郎 

                      ―   休        憩   ― 

※ 第２部の保険診療懇談会は TCOA 会員のみの参加となります。但し、当日入会ご希望の先生は聴講可 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

閉会の辞  18:50～19:00           東京都臨床整形外科医会  理事  町田 英明    

※参加費として１，０００円を申し受けます。 （但し、ＴＣＯＡ会員の方は無料 会員証をご持参ください） 

※日本医師会生涯教育制度カリキュラムコード ： 第１部（１単位） ５７,６１ 第２部（1.5 単位）１,６,７取得できます。 

※感染拡大防止の観点より、終了後の情報交換会はございません                            

共催：東京都臨床整形外科医会 大正製薬株式会社  

第 2部 保険診療懇談会 17:20～18:50 （ディスカッションの時間を含む） 

              

       座長   医療法人社団輝生会 成城リハケア病院  病院長  平泉 裕  先生    

講演 『 労災診療費 審査と請求上の留意点 』 
講師  東京都臨床整形外科医会     副会長   子田 純夫   

    

※会員のみの参加とさせていただくために日本整形外科学会資格継続単位の取得はございません 

日時  令和３年１０月２日（土）１５時５０分より  

場所  ステーションコンファレンス東京 ６Ｆ 

         東京都千代田区丸の内 1-7-12 TEL03-6888-8080 

第 1部 特別講演  16：00～17:00 

 座長   東京都臨床整形外科医会  理事 田尻 健   

演題 『中高年の膝関節スポーツ外傷・障害の診断と治療 』  

講師  東邦大学医療センター佐倉病院 整形外科 教授 中川 晃一 先生  

 

※日本整形外科学会専門医資格継続単位 必須分野：〔１２〕膝・足関節・足疾患 〔１３〕リハビリテーション（理学療法、義肢装具を含む） 

  ※日本整形外科学会運動器リハビリテーション医資格継続単位 〔Re〕のいずれか１単位を取得可能 

  ※ 単位取得費として 1 単位 1,000 円申し受けます。（日整会ＩＣカードが必要となります） 



 

第1部 特別講演 東邦大学医療センター佐倉病院 整形外科 教授 中川 晃一 先生 

膝関節はスポーツによる外傷・障害の発生頻度が最も高い関節である。中高年スポーツ愛好

家の増加に伴い、その診断・治療の重要性は益々高まっている。中高年者の膝スポーツ外傷・障

害の特徴として、筋力や筋柔軟性の低下、腱・靭帯の変性、骨脆弱性、軟骨・半月板の変性など

がベースにあることが挙げられる。ウォーキング等の軽度な運動でも、疲労骨折や軟骨下脆弱性

骨折、半月板損傷が起こりうるので、注意が必要である。単なる変形性膝関節症の症状の悪化と

捉えずに、適切な診断・治療を行うことが重要となる。近年は、スポーツ活動への復帰を目的とし

て、手術療法が選択されることも多い。特に半月板損傷については、新たな術式が開発され、従

来部分切除術が行われていたような症例に対しても修復術を行うことが可能になった。中高年者

のスポーツ外傷・障害に対しては、早期に適切な診断をし、患者のニーズに合わせた治療法を

選択することが大切である。 

 

第 2部 保険診療懇談会  東京都臨床整形外科医会  副会長  子田 純夫  

労災診療費は、原則健康保険の診療報酬点数表にしたがい算定することになっていますが、労

災診療の特殊性も考慮され、一部の点数には独自の算定基準が定められています。請求された

診療費は労働局で審査されますが、健康保険での審査とはシステム上の違いもあり、請求側とし

てはこの違いを理解しておくことが、査定等のトラブル対応や回避に役立つものと考えています。 

今回の講演では、審査の状況をご理解いただき請求上対応すべき事項や、健保診療報酬点数

表と異なる部分で比較的誤りの多い内容を中心に説明させていただきます。 

出来る限り、会場の皆さまのご質問を受けながらお話を進めていこうと考えていますので、多く

の会員の皆さまにご参加いただきますようお願い申し上げます。 

■会場地図 

ステーションコン

ファレンス 4F～6F 

6F 

 


